
　10月20日（土）に10月とは思えないほどの暖かさに

恵まれ「いぶきまつり2018」が開催されました。当日は

梅林小学校の鼓笛隊の皆さんに、磯子スポーツセンター、南

部療育センター、新杉田公園を結ぶ道路をいぶきまでパレー

ドしていただいて開幕。素晴らしい演奏に聞き惚れる人や、

音楽に合わせ一緒に歩いて楽しまれる方等、大いにお祭り気

分を盛り上げてくれました。

　今年の模擬店・イベントも盛りだくさん。出店では美味し

そうな香りに行列が出来るほどで、体験コーナーやバザーも大盛況。２階では太鼓の演奏や養護学校、特

別支援学校、関係機関の展示等を観覧していただき、毎年恒例の大抽選会とスタンプラリーは、人があふ

れるほどのにぎわいとなりました。

　この度の「すぎたから♡つな５　いぶきまつり2018」の開催に向けて出演、

出店、ご協力いただいたすべての皆様に感謝申し上げます。

職員の異動・入退職

 入職：（いぶき） 11/13付 松浦さゆり
まつうら

お知らせ

 後見的支援室コネクト・ハートのビル名称が変更になりました。

 （※所在地・電話番号は変更されません）

 　　　　花形ベイサイドビル（旧）　→　YGGレジデンス新杉田（新）

職員のひとりごと
　私は、神社やお寺へ行くのが好きです。

　宗教心からではないので、（笑）神社もお寺もどちらも好きです。普段の生

活の中で、なるべく穏やかに平常心でいたいと思いながら、実際には小さい事

でイライラしたり怒ったり落ち込んだり感情の起伏が激しく、全く理想とはか

け離れている私ですが、そんな時神社やお寺へ訪れ足を一歩踏み入れると、一

瞬で空気が変わり心と体に新鮮な風が入ってきたように感じます。その途端

パッと気持ちが入れかわります。・・・・・となればいいのですが、そう簡単にはいきません。でも、

ああこういう考え方もあるなと少しだけ気持ちに余裕が生まれるような気がするのです。そうやって

気持ちを修正しながら、今日もまたがんばります。 日中活動支援担当　　髙森　ゆきえ

いぶきだより　vol.52　目次
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理事長　五十嵐　紀子

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は“いぶきまつり”のみの参加で失礼してしまいましたが、いぶきのお仕事も比較的順調に

進めていただいているようで、安心しています。

　さて、今年は亥の年、誰にでもわかる亥のイメージでは猪突猛進だと思います。しかし、そんな

イメージではなく何事にももう少し角が取れた年になるのではないかと思っています。

　最近強く思うことは、私たち人間がどうしてこんなに切れやすくなったのかと言うこと。我慢す

ることが出来ない。自分の思い通りになっている時は、とても良い人と評価されている人も、一旦、

自分が不本意なことに直面するとすぐに激怒する。何故こんな事でと思っても、身体を震わせて憤

る。

　環境の変化によるものか、それとも人間同士のコミュニケーションの取り方が下手になってし

まったのか？　相手の胸中を深読みし、理解しようとする人が減少してしまったのか？　或る

NPO法人の理事長は、家から出て深夜まで外でタムロする若い人達

を「彼らには、帰るハウスはあっても、ホームがない」と表現された。

　私たちは改めて暖かく温もりのあるホームで家族皆で笑いあい楽し

いホームを作ることから、今年は出発しませんか？　私たちは、その

事を最も大切にする福祉を業とする集団なのですから。

　改めて、各々今年を最良の年といたしましょう。

２０１９年元旦　　　
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レストラン風の音

横浜市多機能型拠点 こまち見学

神奈川県立花と緑のふれあいセンター

花菜ガーデン

　今年度も、11月に小田小学校と梅林小学校の４年生を対象に福祉体験教室を行ない、総勢199

名の生徒さんに参加していただきました。

　館内見学、気持ちについての紙芝居の読み聞かせ、車椅子の使い方や白杖を使って階段の昇り降り

を実際に体験してもらいました。

　今回の体験教室では生徒さんから、「どんなイベントがあるんですか」「この仕事を選んだきっかけ

はなんですか」「今後、私たちにどんなふうになってもらいたいか」等、たくさんの質問をいただき

ました。子供たちの素直な質問に対し、どうお答えするのが生徒さんに伝わるのか難しく感じると同

時に、大変興味を持たれているのだと理解できました。

　今後もこの福祉体験教室を継続し、福祉に興味をもってもらい、今回体験した事が一つでも生徒さ

んの今後に役立てば嬉しく思います。

午前・午後 鍋パーティーをしよう！

１日外出 遊ぼうお正月（こま・凧・けん玉）

※１月の余暇申し込みは締め切りました。

１日外出 大きなホールに吹奏楽を聴きに行こう！

午前・午後 恵方巻きを作ってみんなで食べよう！

午前・午後 みんなで楽しくボウリング！

　今回の食事処は「レストラン風の音」。ここは、一般客以外に車いすの方、高齢者、障害のあ

る方たちも利用しやすいレストランで、様々なバリアフリーがあり、様々な食事形態にも対応し

ていただけるお店です。ここで、本格中華のフルコースを一品ずつゆっくり味わい、皆さんとて

も満足げな表情をされていました。

　広大な敷地に、四季折々の花と富士山を眺めながらの散歩を楽しみました。当日は好天に恵ま

れ、皆さんも笑顔で歩かれていました。今回のメインは手作り石鹸で、粉の状態から石鹸の状態

にするまでとても大変でしたが、個性豊かな様々な香りのする石鹸を作ることが出来ました。

詳しい内容につきましては、随時 学校・通所先でのお便り、いぶきＨＰで更新いたします。
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